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抑
制
な
ど
に
疑
問
を
感
じ
、「
そ
の

人
ら
し
い
生
活
と
人
生
を
支
え
、
と

も
に
歩
む
」
こ
と
を
地
域
で
実
現
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
訪
問
診
療
・

往
診
も
積
極
的
に
実
施
。
03
年
か
ら

は
「
も
の
忘
れ
外
来
」
も
開
始
し

た
。
訪
問
診
療
は
10
年
４
月
か
ら
の

３
年
間
で
２
２
３
件
。
こ
の
う
ち
93

件
（
42
％
）
は
認
知
症
関
連
だ
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
同
じ
く
03

個
別
支
援
と

自
立
生
活
支
援
を
追
求

　

ア
カ
シ
ア
会
理
事
長
の
大
場
敏
明

さ
ん
は
、
老
人
病
院
等
の
勤
務
を

経
て
、
介
護
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
た

直
後
の
２
０
０
０
年
５
月
に
内
科
医

院「
ク
リ
ニ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
早
稲
田
」

を
埼
玉
県
三
郷
市
で
開
業
し
た
。
老

人
病
院
に
お
け
る
患
者
へ
の
物
理

的
・
心
理
的
な
拘
束
や
薬
物
に
よ
る

年
に
認
知
症
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
開
設
。
現
在
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

や
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
、
認
知
症
対
応

型
通
所
介
護
な
ど
６
事
業
所
を
展

開
（
サ
テ
ラ
イ
ト
及
び
一
部
休
止
含

む
）。
訪
問
看
護
や
障
害
サ
ー
ビ
ス

な
ど
も
手
が
け
る
。
い
ず
れ
も
小
規

模
な
事
業
所
で
、
住
宅
街
に
溶
け
込

ん
で
い
る
。
地
元
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
専
門
病
院
と
も
連
携

し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

認
知
症
の
人
が
増
加
し
て
い
る
状

況
に
対
し
て
、
大
場
さ
ん
は
「
地
域

の
か
か
り
つ
け
医
の
出
番
だ
」
と
語

る
。
早
期
発
見
・
早
期
支
援
を
進
め

て
地
域
で
支
え
る
上
で
、
認
知
症
の

医
療
と
ケ
ア
、
家
族
・
地
域
の
密
接

な
協
力
は
不
可
欠
で
あ
り
、
全
体
を

統
合
す
る
役
割
を
担
う
の
が
「
か
か

り
つ
け
医
だ
」
と
い
う
。

　

大
場
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
の
介
護
で
認
知
症
の
人
が
改
善
す

る
こ
と
を
実
感
。「
認
知
症
の
医
療

と
ケ
ア
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
役
割

は
全
体
の
２
～
３
割
に
す
ぎ
な
い
」

と
、
介
護
や
地
域
・
家
族
の
力
が
大

き
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

　

ア
カ
シ
ア
会
で
は
、
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
の
自
己
選
択
を
尊
重
し

た
「
個
別
支
援
」
や
、
残
存
能
力
の

　

医
療
法
人
財
団
ア
カ
シ
ア
会
（
大
場
敏
明
理
事
長
）
は
内
科
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
中
心
に
、
認
知
症
の
医
療
と
ケ
ア
、
家
族
・
地
域
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、

認
知
症
の
人
の
在
宅
生
活
を
支
援
し
て
い
る
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
「
も
の
忘

れ
外
来
」
も
実
施
し
て
い
る
。

　

ケ
ア
の
提
供
で
は
、
個
別
支
援
と
自
立
生
活
支
援
を
追
求
。「
そ
の
人
ら
し

い
生
活
と
人
生
を
支
え
、
と
も
に
歩
む
」
こ
と
を
目
指
し
て
回
想
法
に
よ
る

自
分
史
の
作
成
な
ど
も
進
め
て
い
る
。

医
療
法
人
財
団
ア
カ
シ
ア
会
（
埼
玉
県
三
郷
市
）

利
用
者
や
地
域
と「
と
も
に
歩
む
」

医
療
・
介
護
・
福
祉
を
目
指
し
て

在
宅
在
宅
の
限
界
点
を
高
め
る
③

ク
リ
ニ
ッ
ク
ふ
れ
あ
い
早
稲
田

医療法人財団アカシア会本部

〒341-0018　埼玉県三郷市早稲田３丁目26-２
TEL 048-950-7310　FAX 048-950-7314
http://akashiakai.com/
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活
用
を
重
視
す
る「
自
立
生
活
支
援
」

を
実
践
し
て
い
る
。

　

そ
の
特
徴
は
、「
そ
の
人
ら
し
い

生
活
と
人
生
を
支
え
る
」
一
環
と
し

て
行
う
回
想
法
に
よ
る
「
自
分
史
」

の
作
成
や
、
調
理
・
後
片
付
け
な
ど

出
来
る
こ
と
を
し
て
も
ら
う
食
生
活

で
の
支
援
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

そ
う
し
た
支
援
を
進
め
る
た
め
ア

カ
シ
ア
会
で
は
、
認
知
症
の
軽
度
か

ら
重
度
ま
で
の
状
態
に
対
応
で
き
る

よ
う
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

整
え
て
き
た
。

　

以
下
で
は
、
軽
度
（
初
期
）
に
対

応
す
る
認
知
症
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
和

顔
施（
わ
げ
ん
せ
）」と
、中
等
度（
中

期
）
に
対
応
す
る
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
「
え
が
お
」、重
度
（
後
期
）

に
対
応
す
る
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
「
ア
カ
シ
ア
の
家
」
の
３
カ
所
の

取
り
組
み
を
み
て
み
よ
う
。

　自分史を作成（回想法を実践）

　自分史は、希望者を対象に作成している。大場さんの提案で５～６年前
に開始した。
　「人生を支えている視点が大事です。それにはまずその人の人生を知ろう
ということで自分史を作成することになりました。認知症になると、昔の
ことを回想する力が落ちますが、完全になくなるなるわけではなく、何か
のサポートがあると思い出します。回想法で思い出し、それを積み重ねて
いけば自分史になります」（大場さん）
　作成は、１人につき３カ月くらいかけて行う。１年間で３人くらいの自
分史を作成しており、今年３月に完成した「えがお」の利用者Ｓさんで10
冊目になった（６頁参照）。
　作成には10人位が関わることも。傾聴・編集のボランティアも募集し、
編集委員会も設置。メンバー選びには一工夫を凝らす。
　たとえば対象が保育所の園長を務めた人の場合、当時の保育所を知る人
がボランティアとして参加することで、聞き方が変わるという。関係者を
探して話を聞いたり、写真などの資料も提供してもらう。
　保健師をしていたＹさんのケースでは、当時を知る人がいないか小谷村
に問い合わせたところ、住民福祉課長が共に働いたことがあることが分かっ
た。当時のことについて一文寄せてもらい、「保健婦さんは『村民の母親』
とも言うべき存在だった」と紹介された。
　「個人的な背景はそれぞれ違う。自分史の作成を通じて、その人の人とな
りを知ることで対応が変わってきます。頑張って生きてきた人生を知るこ
とで、『80歳、90歳の高齢者』とみるのではなく、人生の先輩としてとも
に歩ませていただくという気持ちに変わります。皆、輝いている人生があっ
たことを知ることができます」と高杉さんも意義を強調する。
　自分史を作成した103歳の女性が、別法人のグループホームに移ったと
きのこと。そこの職員が自分
史の中の写真をみて「この方
は？」と尋ねると、はっきり
と答えるなど記憶が蘇ったと
いうエピソードも。家族を通
じて高杉さんに伝えられた。

自分史作成の流れ
①家族や本人の意向を確認
②傾聴・編集ボランティアの募集
③編集委員会の設置
④資料の収集
⑤時代考証
⑥年譜の作成
⑦写真・資料に基づく聞き取り（回想法）
⑧原稿起こし

⑨編集・製本

自分史作成の流れ
①家族や本人の意向を確認
②傾聴・編集ボランティアの募集
③編集委員会の設置
④資料の収集
⑤時代考証
⑥年譜の作成
⑦写真・資料に基づく聞き取り（回想法）
⑧原稿起こし

⑨編集・製本

大場さん

吉村さん 高杉さん



6介護保険情報2015.8

自
分
史
を
読
み
返
し

回
想
法
を
行
う

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護｢

え

が
お｣
は
、
利
用
登
録
25
人
、
通
い

の
定
員
15
人
。
平
均
要
介
護
度
は

３
。
介
護
・
看
護
職
員
の
常
勤
換
算

は
11
・
５
人
。

　
「
え
が
お
」
に
入
る
と
、
ピ
ア
ノ

の
前
に
７
～
８
人
の
利
用
者
が
座
り
、

歌
の
準
備
を
し
て
い
た
。
発
表
会
に

向
け
て
発
声
練
習
が
始
ま
っ
た
。

　
「
発
表
会
で
は
ど
ん
な
認
知
症
の

人
で
も
力
強
く
発
表
し
ま
す
」
と
ア

カ
シ
ア
会
本
部
の
介
護
統
括
部
長
・

教
育
部
長
の
高
杉
春
代
さ
ん
（
保
健

師
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員
）。

　

練
習
を
繰
り
返
し
、
楽
譜
を
見
ず

に
歌
え
る
利
用
者
も
多
い
と
い
う
。

裏
で
は
ス
タ
ッ
フ
が
利
用
者
を
落
ち

着
か
せ
、
リ
ハ
ー
サ
ル
も
こ
な
し
て

本
番
を
迎
え
る
。
発
表
会
に
参
加
す

る
利
用
者
、
そ
れ
を
聞
く
家
族
の
感

動
は
ひ
と
し
お
だ
。

　

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
「
翼
を
く
だ
さ

い
」「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
元
気
な
歌

家
族
支
援
で
は
近
く
の
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
も
得
た
。

　

Ｓ
さ
ん
は
今
年
３
月
に「
自
分
史
」

を
完
成
さ
せ
た
。「
こ
れ
ほ
ど
重
度

の
人
の
自
分
史
の
作
成
は
初
め
て
」

と
高
杉
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

一
人
称
で
は
な
く
、
第
三
者
に
よ

る
記
述
が
中
心
だ
。
故
郷
の
栃
木
県

足
利
市
で
墓
参
り
し
た
時
に
は
墓
誌

を
指
さ
し
、
母
親
や
兄
の
名
前
を
口

に
し
た
り
、
旧
友
と
の
再
会
で
は
小

学
校
の
校
歌
を
歌
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
夫
か
ら
は
こ
の
自
分
史

を
「
家
宝
」
に
す
る
と
感
謝
の
一
文

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

Ｓ
さ
ん
の
自
分
史
の
作
成
に
関

わ
っ
た
「
え
が
お
」
の
管
理
者
で
あ

る
吉
村
節
子
さ
ん
（
介
護
支
援
専
門

員
）
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
今
、
こ
の
自
分
史
を
一
緒
に
読

ん
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
普
段
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

難
し
い
で
す
。
自
分
史
の
作
成
を
通

じ
て
学
生
時
代
や
母
親
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
話
を

す
る
と
表
情
が
輝
き
、
生
き
生
き
と

話
し
始
め
ま
す
。
利
用
者
全
員
の
自

分
史
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
」

声
が
響
く
。
曲
目
は
利
用
者
が
話
し

合
っ
て
決
め
た
。
歌
の
合
間
は
笑
い

や
話
し
声
で
と
て
も
賑
や
か
だ
。

　

し
ば
ら
く
し
て
近
所
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
か
ら
大
場
さ
ん
が
到
着
。
遅
い
昼

食
の
た
め
だ
。
大
場
さ
ん
は
小
規
模

多
機
能
や
認
知
症
デ
イ
で
利
用
者
が

作
る
昼
食
を
と
る
。
時
間
が
無
い
と

き
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
運
ん
で
も
ら
う

が
、可
能
な
限
り
事
業
所
を
訪
れ
る
。

生
活
の
場
で
の
利
用
者
の
様
子
を
み

る
た
め
で
も
あ
る
。

　

歌
の
練
習
に
励
む
Ｓ
さ
ん（
女
性
、

70
歳
）
は
要
介
護
５
。
歩
行
な
ど
に

問
題
は
な
い
が
、
認
知
症
高
齢
者
の

日
常
生
活
自
立
度
は
最
高
の
Ｍ
。
し

か
し
一
見
し
て
状
態
の
悪
さ
は
分
か

ら
ず
、
穏
や
か
だ
。

　

Ｓ
さ
ん
は
、
引
き
こ
も
り
が
ち
で

受
診
拒
否
が
激
し
く
、
困
り
果
て
た

夫
か
ら
の
要
請
で
大
場
さ
ん
が
お
よ

そ
１
年
半
、
忍
耐
強
く
訪
問
診
療
・

往
診
を
重
ね
た
。
夫
の
介
護
負
担
が

大
き
い
の
で
「
え
が
お
」
の
利
用
も

提
案
。
え
が
お
の
訪
問
ス
タ
ッ
フ
も

繰
り
返
し
訪
問
し
て
信
頼
関
係
を
築

き
、
１
年
ほ
ど
か
け
て
通
所
の
利
用

に
つ
な
げ
た
。
そ
の
間
の
見
守
り
や

上／訪問診療などをして自宅で看
取った患者の遺族から寄贈された
ピアノ。亡くなる２日前には自宅
でピアノコンサートも開いた
左・下／皆で張り切って練習。利
用者の間にスタッフも入る

左／利用者が合唱の
練習をする傍らで昼
食をとる大場さん
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高
杉
さ
ん
も
「
普
段
は
あ
ま
り
集

中
で
き
ず
、じ
っ
と
で
き
ま
せ
ん
が
、

自
分
史
を
読
み
返
し
つ
つ
回
想
法
を

す
る
こ
と
で
落
ち
着
い
て
き
ま
す
」

と
続
け
る
。

本
人
か
ら
の
提
案
を
も
と
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る

　

軽
度
（
初
期
）
の
人
に
対
応
し
た

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
和
顔
施
（
わ
げ
ん

せ
）」
は
２
０
１
３
年
に
開
始
。
ア

カ
シ
ア
会
で
は
最
も
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
だ
。
従
来
の
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
の
サ
テ
ラ
イ
ト
で
あ
る
。

　

対
象
は
、要
支
援
か
ら
要
介
護
１
、

長
谷
川
式
認
知
症
ス
ケ
ー
ル
で
17
～

19
点
程
度
。
軽
度
の
場
合
、
従
来
の

認
知
症
型
デ
イ
や
小
規
模
多
機
能
で

は
「
私
が
来
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
」

と
拒
否
す
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

「
そ
れ
ま
で
行
く
場
所
が
な
か
っ
た
」

と
高
杉
さ
ん
。

　
「
和
顔
施
」
は
、
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
の
朝
10
時
半
に
始
ま
る
。
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
一
人
ひ
と
り
の
そ

の
日
の
過
ご
し
方
を
決
め
る
。
趣
味

活
動
が
中
心
だ
。
時
間
帯
に
よ
り
５

時
間
か
ら
７
時
間
の
３
コ
ー
ス
が
あ

る
。
取
材
時
は
８
人
が
利
用
。
３
人

の
職
員
が
対
応
し
て
い
た
。

　

過
去
の
習
い
事
や
趣
味
、「
や
り

た
い
」
こ
と
を
利
用
者
に
提
案
し
て

も
ら
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
。

自
分
が
参
加
し
た
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

自
由
に
参
加
す
る
ス
タ
イ
ル
だ
。

　

健
康
づ
く
り
の
ク
イ
ッ
ク
ヨ
ガ
や

園
芸
、
絵
画
、
書
道
、
囲
碁
・
将
棋
、

麻
雀
、
音
楽
、
手
芸
、
工
芸
、
茶
道
、

生
花
な
ど
を
実
施
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
は
、
プ
ロ
の
講
師
を
招
く
こ

と
も
。
取
材
の
日
は
俳
句
の
講
師
が

訪
れ
、
指
導
し
て
い
た
。

　
「
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
質
の
高

い
も
の
は
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
感
動

し
ま
す
」（
高
杉
さ
ん
）

　
「
和
顔
施
」
と
は
「
に
こ
や
か
な

顔
で
接
す
る
」
と
い
う
意
味
。
心
地

よ
い
刺
激
は
脳
に
も
良
い
影
響
を
与

え
る
。
利
用
者
が
意
欲
を
持
ち
続
け

る
と
笑
顔
が
生
ま
れ
、
家
族
に
も
笑

顔
が
戻
っ
て
く
る
。
そ
う
し
た
空
間

に
な
る
よ
う
に
、
と
い
う
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶
」
と
も
名
づ

け
ら
れ
て
お
り
、
室
内
に
は
利
用
者

が
撮
影
し
た
写
真
や
、
描
い
た
絵
画

や
書
、
俳
句
な
ど
が
飾
ら
れ
、
ま
る

で
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
室
の

よ
う
だ
。　

　

壁
に
飾
ら
れ
て
い
た
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
に
よ
る
手
提
げ
づ
く
り
で
は
、
認

知
症
の
人
が
縫
い
や
す
い
よ
う
に
と

布
の
大
き
さ
も
調
整
し
た
。

　
「
で
き
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
支

援
が
重
要
で
す
。
力
を
引
き
出
し
て

い
く
。で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

で
き
な
い
こ
と
に
着
目
す
る
の
で
は

な
く
、
で
き
る
こ
と
に
着
目
す
る
」

と
高
杉
さ
ん
は
強
調
す
る

　

毎
月
第
１
土
曜
日
に
は
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
し
て
、「
お
れ
ん
じ
カ
フ
ェ
」

も
開
催
。
認
知
症
の
人
や
家
族
、
支

援
者
が
集
い
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

話
を
す
る
。

　

主
催
は
「
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
」
の
埼
玉
県
支
部
で
、
ア
カ
シ
ア

会
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
共

催
。
ア
カ
シ
ア
会
の
職
員
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
い
る
。

左／写真右側に立つ眼鏡の女性が
俳句の講師。参加者は皆、笑顔だ
右・下／利用者が前回つくった句
を、講師がハガキに印刷してきて
くれた。句の出来栄えなどで盛り
上がる

大
工
の
棟
梁
だ
っ
た
利
用
者
の
男
性
は
道
具
を
持

参
し
、
事
業
所
の
細
々
と
し
た
修
理
な
ど
も
し
て

く
れ
る
。
一
見
す
る
と
利
用
者
に
は
見
え
な
い
。

暫
く
し
て
俳
句
の
会
に
も
参
加

この日はまず、しりとりを実施。「アジサイ」などと書かれた紙が配られ、読み上げる。賑やかに「い
のしし」などと口々に答え、自分の紙に記入していく
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で
き
る
こ
と
を
追
求

お
や
つ
作
り
な
ど
も

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
ア
カ
シ
ア
の

家
」
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
車
で
10
分

ほ
ど
。入
居
者
９
人
の
１
ユ
ニ
ッ
ト
。

職
員
（
介
護
従
事
者
）
は
常
勤
換
算

で
８
・
５
人
。
７
～
８
年
暮
ら
し
て

い
る
人
も
い
る
。
要
介
護
５
が
５
人

と
重
度
者
が
中
心
だ
が
、
寝
た
き
り

は
ゼ
ロ
。
看
取
り
に
も
対
応
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
４
人
を
看
取
っ
た
。

　
「
こ
こ
で
の
ケ
ア
が
ア
カ
シ
ア
会

の
認
知
症
ケ
ア
の
原
点
で
す
。
最
期

ま
で
み
ま
す
」（
高
杉
さ
ん
）

　

到
着
し
た
の
は
３
時
前
で
、
お
や

つ
作
り
の
最
中
。「
今
日
は
、
か
ん

た
ん
大
学
芋
を
つ
く
り
ま
す
。
ふ

か
し
た
芋
に
砂
糖
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
」
と
職
員
が
声
を
か
け
る
。

　

芋
へ
の
味
付
け
や
炒
め
、
盛
り
付

け
な
ど
可
能
な
範
囲
で
入
居
者
に
も

手
伝
っ
て
も
ら
う
。

　

テ
ー
ブ
ル
の
周
り
に
座
る
入
居
者

の
う
ち
２
人
の
前
に
は
「
自
分
史
」

が
置
か
れ
て
い
た
。
ペ
ー
ジ
を
何
度

も
め
く
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
、
か

な
り
使
い
込
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
人
、
Ｙ
さ
ん
（
90
歳
）
は

要
介
護
５
。
認
知
症
の
日
常
生
活
自

立
度
は
Ⅲ
ｂ
。長
野
県
北
小
谷
村（
現

在
は
合
併
し
小
谷
村
）
で
初
の
保
健

師
と
な
り
30
年
以
上
も
活
躍
し
た
。

Ｙ
さ
ん
は
２
年
半
ほ
ど
前
に
自
分
史

を
完
成
さ
せ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
私

の
人
生
～
野
の
花
の
よ
う
に
」。
題

字
は
Ｙ
さ
ん
が
揮
毫
。
表
紙
に
は
小

谷
村
の
桜
の
花
の
写
真
を
使
っ
た
。

高
杉
さ
ん
が
自
分
史
を
前
に
話
し
か

け
る
。

　
「
Ｙ
さ
ん
、
小
谷
村
は
長
野
県
？
」

　
「
そ
う
」

　
「
懐
か
し
い
で
す
ね
」

　

Ｙ
さ
ん
が
目
を
開
き
、
何
か
を
話

し
始
め
た
。「
最
初
に
で
き
た
診
療

所
？　

そ
う
な
ん
だ
」と
高
杉
さ
ん
。

自
身
の
保
健
師
と
し
て
の
活
動
を
説

明
し
だ
し
た
よ
う
だ
。

　

Ｙ
さ
ん
た
ち
の
活
動
は
住
民
に
大

変
感
謝
さ
れ
た
と
い
う
。

　
「
診
療
所
に
い
た
ほ
か
の
２
人
と
、

３
人
で
一
所
懸
命
や
り
ま
し
た
か
ら

ね
。
皆
、
い
い
人
た
ち
」
と
Ｙ
さ
ん

が
笑
顔
で
話
す
。

　

法
人
は
看
護
実
習
も
受
け
入
れ
て

お
り
、
Ｙ
さ
ん
は
学
生
に
も
自
分
史

を
見
せ
て
話
す
と
い
う
。

個
別
対
応
で
負
担
も
軽
減

　　

こ
の
よ
う
に
ア
カ
シ
ア
会
で
は
個

別
支
援
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
認
知
症
の
方
は
一
人
ひ
と
り
違

う
の
で
、
集
団
的
な
ケ
ア
は
向
き
ま

せ
ん
。
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
で
状

態
が
落
ち
着
き
、負
担
も
減
り
ま
す
。

つ
ま
り
一
人
ひ
と
り
に
関
わ
る
こ
と

で
介
護
量
も
減
る
の
で
す
」
と
高
杉

さ
ん
は
話
す
。

　

こ
う
し
た
個
別
ケ
ア
を
下
支
え
し

て
い
る
の
は
何
か
。

　

ア
カ
シ
ア
会
は
、
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
や
事
例
検
討
を
大
切
に
し
て

い
る
。「
病
気
や
状
態
、
そ
の
人
の
生

活
を
ど
の
よ
う
に
み
る
か
。
患
者
を

通
じ
て
皆
で
学
ぶ
の
は
大
事
で
す
」

と
大
場
さ
ん
は
強
調
す
る
。
職
種
を

限
定
せ
ず
、
事
例
に
関
わ
る
人
全
員

「できる」ことに着目し、おやつ作りにも参加してもらう

笑顔のＹさん（右）と高杉さん。Ｙ
さんの保健師としての活動を高杉さ
んが尋ねていると穏やかな笑顔に
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糖尿病の利用者を支援

　小規模多機能の「えがお」を利用するＫさん（78
歳・女性）を自宅に送るときに同行した。
　要介護３、認知症高齢者の日常生活自立度はⅢa
だが、「実質的に要介護４、５くらいの支援」をし
ている。
　話し好きでコミュニケーションはとれるが、短
期記憶を保持できない。Ｋさんは、Ａ市の職員で
公立保育園の保育士をしていた。そのこともあっ
てか歌の練習ではリーダーシップをとっていた。

●血糖値の検査の手順を伝え、本人が検査
　認知症以外に、糖尿病の持病もあるので、毎朝・
夕に自分で血糖値を測る。「えがお」の職員は手を
出さず、やり方を忘れてしまった場合は器具の使

用手順を伝える。
　Ｋさんは「朝と
夕方、こうやって
記録をとるんです。
これが私の仕事に
なっています。本
当に面倒くさいけ
ど。血糖値が高くな
ると入院しなくて
はいけないと脅さ
れるんですよ（笑）」
とおどけて話す。

　「血糖値の測定の順番は忘れていません。私達は
ヘルパーなので血糖値の測定はできません。ご自
身でできなくなったら自宅での生活は難しくなり
ます」と職員の山上三恵さんは心配そうだ。
　「えがお」の利用は、週に３日の通いと、毎日複
数回の訪問。食前・食後の服薬が必要だが、声を
かければ自分で飲むことができる。
　薬は、それぞれ別の箱に入れて管理。飲む時間

と
、
関
心
が
あ
る
人
が
参
加
す
る
。

　

他
方
で
「
不
適
切
な
ケ
ア
」
を
防

ぐ
た
め
に
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
場

面
再
現
を
行
い
、
そ
れ
を
グ
ル
ー
プ

で
検
討
す
る
取
り
組
み
も
。先
日
は
、

入
浴
拒
否
の
際
に
ど
ん
な
声
か
け
を

し
た
の
か
、
本
人
が
「
入
り
た
い
」

と
思
う
よ
う
に
な
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
を
話
し
合
っ
た
。
検
討
に

当
た
り
、
利
用
者
の
生
活
習
慣
を
把

握
す
る
。
職
員
と
の
関
わ
り
を
考
え

る
上
で
、
家
族
と
利
用
者
の
関
係
性

や
生
活
歴
も
考
慮
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
拠
点
の
リ
ー
ダ
ー

を
集
め
て
月
に
一
度
、
チ
ー
ム
ケ
ア

を
ど
う
進
め
て
い
く
か
を
重
視
し
た

研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

地
域
と
の
関
わ
り
も
重
視

不
明
者
の
発
見
で
住
民
も
協
力

　

ア
カ
シ
ア
会
は
、
地
域
と
の
関
わ

り
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　

ど
の
事
業
所
も
夜
間
等
を
除
き
、

基
本
的
に
施
錠
し
な
い
。
日
中
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
は
自
由
に
出
入
り

で
き
る
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
者
が
外

や回数を間違える恐れ
があるからだ。また家
族や別のヘルパーも
入っているため、薬に
は日付を記入。訪問し
た職員が服薬前に用意
する。
　摂取カロリーの計算も、管理栄養士の協力を得
て行い、配食サービスも利用して管理している。
しかしＫさんは食べることが好きなため血糖値が
高くなりがちだという。
　夫婦２人暮らしで夫も要介護２。夫には認知症
はない。夫もかつては「えがお」を利用していたが、
出不精で妻と生活時間がずれているため、本人の
希望で別の事業所の訪問介護を利用。夫は飲酒が
好きで酔って寝ている場合も多く、「えがお」の職
員は訪問時に安否を確認している。

●カギの開け閉めも、まず本人に
　ドアのカギは２カ所ある。
　「カギは預かっていますが、訪問時にご本人に開
けていただき、ヘルパーが帰宅するときは内側か
らかけていただきます」と山上さん。自分にでき
ることはなるべく自分で、を徹底している。

　帰るときは施錠の音を
聞くまで、ドアの外で待
つ。
　「いずれカギも閉められ
なくなりますが、できる
期間がなるべく長くなる
ように支援します。それ
は自立している期間が長
くなることにつながりま
す」と高杉さんは語る。
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に
出
て
し
ま
い
、
行
方
不
明
に
な
っ

た
時
は
、
近
所
の
人
た
ち
も
協
力
し

て
探
し
て
く
れ
た
。
そ
の
協
力
で
市

役
所
・
警
察
に
も
連
絡
し
、
防
災
無

線
も
活
用
し
て
、
事
な
き
を
得
た
。

　

高
杉
さ
ん
は
「
と
て
も
感
激
し
ま

し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
﹃
見
つ
か
っ
て

よ
か
っ
た
で
す
ね
！
﹄
と
仰
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　

他
方
、
小
規
模
多
機
能
の
利
用
者

で
、
団
地
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い

る
ケ
ー
ス
で
は
、「
お
隣
さ
ん
が
耐

え
ら
れ
な
い
」（
高
杉
さ
ん
）こ
と
も
。

ゴ
ミ
捨
て
の
問
題
や
他
の
家
に
間
違

え
て
入
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
へ

の
普
及
啓
発
も
重
要
で
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
「
地
域
全
体
が
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な

ら
な
け
れ
ば
認
知
症
の
人
の
在
宅
生

活
の
継
続
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
に
住
み
や
す
い
社
会
は

誰
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
社
会
の

は
ず
」（
高
杉
さ
ん
）

﹁
地
域
立
脚
﹂
で
事
業
展
開

若
年
性
認
知
症
の
就
労
の
場
も

　

若
年
性
認
知
症
の
人
に
も
き
め
細

や
か
に
支
援
を
し
て
き
た
。
た
と
え

ば
40
歳
の
男
性
の
場
合
、
職
場
の
保

健
師
等
と
連
携
し
、
配
置
転
換
を
し

て
も
ら
い
、就
労
を
継
続
し
て
い
る
。

　

主
に
60
代
前
半
の
若
年
性
認
知
症

の
人
を
念
頭
に
、
就
労
支
援
の
一
環

と
し
て
実
際
に
働
く
場
の
提
供
も
検

討
中
だ
。
三
郷
市
に
は
畑
も
あ
り
、

そ
う
し
た
地
域
特
性
を
踏
ま
え
て
農

業
の
活
用
も
考
え
て
お
り
、
障
害
者

総
合
支
援
法
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
就

労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
の
実
施
を
想
定

し
て
い
る
。

　

大
場
さ
ん
は
、「
元
農
家
が
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
人

た
ち
の
力
を
借
り
て
共
同
作
業
の
よ

う
に
で
き
れ
ば
」
と
語
る
。

　

認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
１
ユ

ニ
ッ
ト
増
設
も
検
討
中
だ
。

　
「
事
業
展
開
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

の
必
要
性
や
時
代
の
要
請
に
基
づ

き
行
っ
て
き
ま
し
た
。﹃
地
域
立
脚
﹄

と
い
っ
て
い
ま
す
。﹃
地
域
密
着
﹄

と
い
う
の
は
上
か
ら
目
線
の
印
象
を

受
け
ま
す
。
地
域
に
根
差
し
て
立
ち

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。
事

業
は
最
初
は
大
体
、
赤
字
で
す
。
時

代
の
要
請
に
応
え
て
い
れ
ば
利
用
者

は
増
え
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
も
力
を
つ

け
て
い
い
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
採
算
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
」（
大
場
さ
ん
）

 

︵
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『ともに歩む認知症医療とケア』
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◆アカシア会の活動をより深く知るために

認知症の診断ともの忘れ外来での対応

　クリニックふれあい早稲田では、｢もの忘
れ外来｣を週に２回開催している。医師によ
る診察・診断・必要に応じて処方した後、高
杉さんともう１人の保健師が本人・家族と相
談を行う。
　大場さんは、専門病院から詳細な検査デー
タの提供を受け、診断も行う。認知症の診断
では、｢認知症｣という言葉は極力使わないが、
アルツハイマーなどの原因疾患については詳
しく説明し、今後の生き方などを共に考えて
いく支援を行う。なお電子カルテのコピーを
渡し、情報は全面的に開示している。
　「希望を持ってもらうことが大事｣と大場さ
ん。投薬とケアによる関わりに加えて、本人
にもできることを提案する。日記をつけるこ
とやウォーキングをしながらのしりとりや逆
引き算なども勧める。
　経過観察では随時、長谷川式認知症スケー
ルを活用して進行状態を把握すると共に、家
族からも話を聞く。
　保健師は｢もの忘れ相談｣で、認知症の方へ
の接し方を家族に指導する。認知症の治療で
は、服薬以外に「生活を活力あるものとして
いく」ようにアドバイスし、本人の状態にあっ
た介護サービスも紹介する。
　クリニックでは、一般外来でも認知症の有
無に留意しており、もの忘れ外来の受診を勧
めることもある。早期発見を重視し、認知症
の進行を遅らせるとともに、今後の生活を組
み立て直すために相談に乗り、支援を行う。


